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後，1966年に既に戴いておりました。①
　太田・黒澤賞の受賞理由として，「著者の過去の研究成果を集大成した」こ
とがあげられています。事実45年聞にわたる管理会計研究を総括したものでし
た。当書では，管理会計各論を適用領域別にとりあげ，生産管理会計に続き，
マーケティング管理会計，物流管理会計，全社管理会計を本格的に論述しまし
た。当書が受賞したこともあり，このような領域別管理会計が市民権を得，定
着するに至ったものと考えています。
　本日のテーマであります“学際的管理会計’’という用語を初めて使いました
のは，米ソ首脳が初会談した1985年のことです。大学からの求めで『早稲田
フォーラム』という学術誌に，「私の学際的会計学研究」③という論文を寄せた
時でした。その後，日本管理会計学会で記念講演した時のテーマも「私の学際
的管理会計研究」④でした。今回はその続編ということですが，詳細は，昨年
『早稲田商学』に書きました「学際的管理会計の開発と新展開」⑥という論文
を見て下さい。
　（2）学際的管理会計よ，どこに行く
　以上，過去の決算報告をいたしましたが，アカウンタントとしましては，決
算のほか予算も立てなくてはなりません。20世紀に開発しました学際的管理会
計は，21世紀には果してどこに行くのでしょうか。もちろんそう簡単に将来を
予測することはできません。しかし大きく変転することは，聞違いありませ
ん。その徴候は既に発生しています。
　20世紀末には，ピッグバンともいえる大変革が起きました。ビッグバンは，
金融に始まり縫済に移転し，会計にも波及しました。財務会計の分野では，グ
ローバル・スタンダードを求め会計基準が相次いで大改正されました。これら
を管理会計の観点から一冊にまとめましたのが，昨年暮に出版したr管理会計
ピッグバン』⑳という本でした。
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　ここでは，ユOの観点から，環境変化に伴ないましてパラダイムの変革が起
き，その結果伝統的な管理会計が新しい戦賂会計に転向したことを主張しまし
た。これらを一口に要約しますと，図7－1に示しましたように，「利益から
資金・価値の時代へ」転換するということです。もう少し具体的に申します
と，「20世紀は利益管理の時代」でして，専ら償却後の利益を増加させること
が管理会計の課題とされてきました。ところが，減価償却計算の悉意性や銀行
の貸し渋りもあり，償却前の利益であるキャッシュフローが重視されるように
なりました。そのため「20世紀末はキャッシュフロー管理の時代」となりまし
た。さらに明けました21世紀初頭では，利益や資金という会計概念を超えた価
値概念が重視され，価値創造経営が重視されることでしょう。企業価値や株主
価値や顧客価値を高めることが企業の目的となります。あえて申せば，「21世
紀初頭は価値管理の時代」だと，いえましょう。果して企業価値や株主価値や
顧客価値とは何か，それらをどう測定し増大させるか一それが学際的管理会
計の主要課題になるものと恩います。
　そろそろ時間も無くなりましたので，ここらで本日の最終講義を終わりま
す。ご案内のように私は3月末で早稲田を去りますが，“早稲田会計学’は永遠
です。早稲田会計学は，長谷川安兵衛，佐藤孝一，青木茂男の各先生によって
築きあげられ，染谷恭次郎，新井清光，一小川捌の各先生によって発展されてま
いりました。わがワセダ会計学は21世紀にはさらに大きく飛躍することでしょ
う。それを祈りながら学園と別れを告げます。
　本日は長らくご清聴下さり，本当にありがとうございました。　　　（礼）
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